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20020077年年33月期第１四半期総括（連結）月期第１四半期総括（連結）

建材部門は計画未達、鉄鋼部門はほぼ計画通りに推移建材部門は計画未達、鉄鋼部門はほぼ計画通りに推移

【 計画比売上高 】

294.7億円 → 270.5億円 （ △ 24.2億円 )

価格要因 ＋ 0.2億円

数量要因 ＋ 0.7億円

建材・その他要因 △ 25.1億円
（※建設機材類売上およびその他事業収入）

工事物件の完工が少ないものの、2Q以降徐々に完工
物件が増加する見通し

【 計画比営業利益 】

10.7億円 → 9.5億円 （ △ 1.2億円 )

本資料における将来情報は2006年8月現在の見通しであり、今後修正される可能性があります

20072007年年33月期月期第１四半第１四半期総括期総括（連結）（連結）
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（百万円）

本資料における将来情報は2006年8月現在の見通しであり、今後修正される可能性があります
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連結損益計算書連結損益計算書
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514

1,114

273

55

1,333

6

52

1,287

1,000

2,286

24,832
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06/3連

1Q実績
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486

1,059

－

60

999

4

44

958

1,079

2,037

25,013

27,051

07/3連

1Q実績

2,3481,1541,194639当期純利益

1,921944977523法人税･住民税及び事業税

4,2682,0982,1701,162税引前当期純利益

－－－－特別損失

－－－－特別利益

4,2682,0982,1701,162経常利益

2412126営業外費用

2077013795営業外収益

4,0852,0402,0451,073営業利益

4,5962,3132,2831,124販売費及び一般管理費

8,6804,3524,3282,182売上総利益

112,38656,93755,44927,291売上原価

121,06661,28959,77729,473売上高

07/3連
（予）下期上期

07/3連

1Q計画

（百万円）

本資料における将来情報は2006年8月現在の見通しであり、今後修正される可能性があります

連結セグメント別販売状況の推移連結セグメント別販売状況の推移

2,286
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8,018
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124
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06/3連

1Q実績

合 計

不動産

賃貸等事業

工事請負事業

鉄鋼・建材

商品販売事業

492263229100107売上総利益

9,1434,9144,2292,0532,029建設機材商品

2,182

319

29,473

115

183

268

5,289

300

93

5,415

733

96

7,993

657

130

8,562

07/3連

1Q計画

8,6804,3524,3282,037売上総利益

1,297653644320（販売数量）

121,06661,28959,77727,051売上高

46623423293売上総利益

723360363182その他事業収入

1,135587548159売上総利益

22,15511,21610,9392,756建設機材工事

1,213606607211売上総利益

37718818983（販売数量）

21,92110,97010,9515,007丸鋼類

2,9451,4731,472721売上総利益

39219819496（販売数量）

32,47216,33116,1417,844条鋼類

2,4301,1911,239751売上総利益

528268260140（販売数量）

34,65317,50217,1519,207鋼板類

07/3連（予）
下期上期

07/3連

1Q実績

（百万円・千t）

本資料における将来情報は2006年8月現在の見通しであり、今後修正される可能性があります



ONOKEN CO.,LTD.ONOKEN CO.,LTD.ONOKEN CO.,LTD. 4

連結貸借対照表の解説連結貸借対照表の解説

たな卸資産

在庫数量の減少によるもの
– 06/3 155千トン → 06/6 134千トン

短期借入金

平常時の運転資金として安定的に推移

本資料における将来情報は2006年8月現在の見通しであり、今後修正される可能性があります

連結貸借対照表の解説連結貸借対照表の解説

2,6004,000短期借入金

8,5139,772たな卸資産

37,78637,667純資産（資本）合計

1,0431,043固定負債

241157賞与引当金

23,26925,253買掛金

29,54231,487流動負債

30,58532,531負債合計

1,4781,667投資有価証券

10,79610,105土地

17,50316,982固定資産

38,65441,626売掛金及び受取手形

1,031996現金及び預金

50,86853,216流動資産

68,37170,198資産合計

07/3連 1Q実績06/3連 実績

（百万円）※各詳細項目は主要項目のみを記載しております

本資料における将来情報は2006年8月現在の見通しであり、今後修正される可能性があります
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連結キャッシュフロー計算書の解説連結キャッシュフロー計算書の解説

営業キャッシュフロー

売上債権の減少およびたな卸資産の減少

投資キャッシュフロー

賃貸用マンション建築費用

財務キャッシュフロー

短期借入金の減少

本資料における将来情報は2006年8月現在の見通しであり、今後修正される可能性があります

連結キャッシュフロー計算書の解説連結キャッシュフロー計算書の解説

982,191株式の発行による収入

△331

△860

△4,100

△3,088

△474

△30

－

△33

4,281

2,482

1,907

△2,053

2,928

06/3連 実績

－自己株式の取得による支出

△404配当金の支払額

△1,400短期借入金の増減額

△1,706財務活動によるキャッシュフロー

△703有形固定資産の取得による支出

－投資有価証券の取得による支出

－有価証券の売買による増減額

△715投資活動によるキャッシュフロー

1,059税引前純利益

△3,742仕入債務の増減額

1,258たな卸資産の増減額

4,190売上債権の増減額

2,457営業活動によるキャッシュフロー

07/3連 1Q実績

※各詳細項目は主要項目のみを記載しております （百万円）

本資料における将来情報は2006年8月現在の見通しであり、今後修正される可能性があります
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福岡支店移転拡大について福岡支店移転拡大について

九州エリアのマザーヤード
として、各拠点との連携を
進める

在庫量・品種の拡充により、
福岡都市圏での営業強化

一次加工を行い、鉄骨工
事向けの材料販売を拡大

本資料における将来情報は2006年8月現在の見通しであり、今後修正される可能性があります

長崎

小倉

大分

熊本

南九州

宮崎

福岡

山口

20072007年年33月期月期経営環境と営業施策経営環境と営業施策

経営環境

地域間格差はあるものの、民間需要は底堅い

品種ごとの鉄鋼商品市況形成が顕在化

流通各社の再編が加速

営業施策

仕入価格の低減による収益率向上のため、輸入商品
の取扱いを強化

各エリア毎のシェア向上に注力

本資料における将来情報は2006年8月現在の見通しであり、今後修正される可能性があります


